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小諸義塾の英語教科書
－島崎藤村在任中を中心として－

鈴木昭一＊

Ⅰ．は　じ　め　に

小諸義塾は明治26年（1893年）11月木村熊二を

塾長として開かれた。当初は生徒20名程度の私塾

で，和漢，数学，英語を教えたという。英語は塾

長が自ら数えていた。明治32年（1899年）に私立

中学校としての認可を受けて3年間の教育を課す

こととなり，4月から島崎藤村を国語・英語の教

師として迎えた。明治35年（1902年）には義塾と

して隆盛期を迎え，4年制とした。しかし，諸般

の事情から明治39年（1906年）3月には開塾する

こととなった。小山太郎らの努力で誕生した義塾

は，設立から13年目にしてその灯を消すこととな

ったのである。

藤村が小諸を去ったのは，開塾の前年明治38年

（1905年）の4月である。満6年余の小諸滞在で

あった。着任早々に結婚し，藤村は小諸で3人の

女の子に恵まれている。作家としては，有名な

「千曲川旅情の歌」や第4詩集『落梅集』の刊行

という詩人としての業浜がある一方，『旧主人』

や後に『千曲川のスケッチ』に収められた作品な

ど，小説家として自立する努力を重ね，『破戒』

の完成を目指して上京したことはよく知られてい

る。文学史的に見れば，藤村にとって小諸は詩人

から小説家に脱皮する時期であった，と言えるだ

ろう。

詩人・小説家として名を成した藤村は，小諸で
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はまず教師であった。藤村がどんな英語の授業を

していたかは興味のあるところだが，これについ

てはほとんどわからない。しかし，幸いなことに

当時使用された教科書が何冊か保管されている。

それらの教科書を通してみると，明治30年代の英

語教育の一端がうかがえる。英語の発音に対する

カタカナ表記と和訳に当たっての構文上の理解不

足について検討を試みたのが本稿である。期間は

藤村在任中の明治32年（1899年）4月から明治38

年（1905年）の3月までとした。

ⅠⅠ．小諸義塾の状況

1．人塾生と卒業生の数

明治20年代の小諸には，高等小学校を卒業して

も更にその上の教育を受ける学校はなかった。上

田中学に行くか，東京に出るしかなかったのであ

る1）。そういう状況下に誕生したのが小諸義塾で

ある。こう説明する林　勇は「明治三十二年の改

組以前の小諸義塾には卒業生というものはなかっ

た。この時代は，教科善はあったが修業年限がな

かったからだ。卒業生を出したのは明治三十二年

度からで，開塾となった明治三十八年度まで，六

ケ年間に三十六名が数えられる。これは義塾とい

う学校の性質を物語るものである。例えば私の入

学した明治三十三年四月には五十名程あった同級

生が，二年生の時三十名足らずとなり，三学年に

進級した者は三名に過ぎなかった。この事態は各

学年にみられたのである」2）と言い切っている。

小諸義塾に入学はしたものの，途中で去って行

く生徒が多かったことや，開塾時にいくつかの資
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料が焼却されたという不幸な事情もあって，一体

何人が塾生として入学し，あるいは退学し，卒業

していったか，その数字は確定していない。「わ

が校舎に出入せし青年の既に千を以て数ふべきも

の」3）と語る木村熊二の言葉は明治36年（1903年）

に書かれた「小諸義塾基本金募集の趣意書」によ

るもので，義塾の意義を強調したいための数字で

あろう。武重　薫は「十有三年間塾生となった人

は千余人」4）と言い，林　勇も「義塾の門をくく中

った者は一千人近いであろう」5）と書いているが，

2人とも木村の「趣意書」を根拠にしたか，ある

いは概数で言い表したものであろう。小諸義塾記

念館に展示されている小諸商業高校の名簿では入

塾生は577名である。懐古園の石垣に木村熊この

パネルを作成した，昭和11年（1936年）の調査6）

では479名（女子学習舎31名の分も含む。）となっ

ているから，それ以後補充された数字であろう。

藤村在任中（明治32年4月～38年3月）に限れ

ば入塾生は328名で，卒業生はなんと32名に過ぎ

ない。開塾時の卒業生4名を加えても小諸義塾の

卒業生は全部で36名という数字である7）。当時は

小学校でも中学校でもかなりの退学者がいたよう

だから，私立という義塾の性格からしてこれもや

むを得なかっただろう。「明治34年から野沢中学

が出来たので，南佐久方面の同級生は義塾を去っ

て行った」8）ということである。

2．小諸義塾の英語教師

小諸義塾には実は4人の英語教師がいた。1人

は藤村が着任するまで英語を教えていた木村熊二

（明治26年11月～32年3月英語担当。明治32年4

月以降は修身担当）である。地理・歴史担当の渡

連寿（明治33年4月～39年3月）も英語を担当し

ていた。どの程度英語にかかわっていたかは不明

だが，「蕃小諸義塾職員名簿」9）の担当科目に英語

も明記されているし，卒業生の平野英一郎と常田

宗七も証言している。赤田五郎という先生が数え

ていたことも名簿に記載されている。しかし，門

弟氏名にも同名の者が記録されている。林　勇の

調査によれば，明治37年度卒業生の写真に先生と

して藤村と共に写っている10）とあるが，同年度経

常費の記録に赤田五郎の名前はない。林　勇は明

治35年以後の就任11）と考えているが，英語の補助

者だったかもしれない。いずれにしろ，国語と英

語の担当だった藤村が大多数の∃受業を担当してい

た，と考えて間違いはないだろう。

3．どんな英語の授業だったか？

藤村がどんな英語の授業をしていたか，興味の

あるところだが，教え子の語ってくれるところは

少ない。林　勇は「島崎先生の英語の授業につい

て思い出すことが一つある。それは一年生の時の

ことである。先生はスペルの練習のため，BOY

ボーイ，CATキャットと，先に立って発音され，

生徒がこれに従って斉唱するのであった。

ところが，小諸の小学校では高等科に英語の教

科があり，ナショナル・リーダー巻二まで進んで

いた。だが附近の農村の小学校にはそれがなかっ

たので，英語に限り学力が不揃いであった。従っ

て小諸出身の生徒には復習に過ぎないものであっ

た。その上，生徒数からも半数を占めていた。そ

んな関係から，野生に富んだ少年達は，声を揃え

て，しかも戯れ半分に，BOYボーイ，とやった

のだ」12）と藤村の授業風景を紹介している。

また別な箇所で「スペルの練習などで，エー，

エス，アズ／ピー，オー，ワィ，ボーイといった

調子で発音練習をしたものだ」13）とも語っている。

しかし，アズ（as）が1年生のレベルで登場する

ことは考えられないし，ボーイ（boy）について

は両方で言及されているから，結局のところ，藤

村の英語としてはboyとcatという2つの単語

しか聞こえてこない。しかも，林　勇は英語の授

業そのものについて語るというより，藤村が「声

の譜」という本を引用して，騒がしい生徒たちを
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間接的に戒めた，というェピソードを伝えたがっ

ているのだから，英語そのものの授業風景を語る

記述としては乏しい。

国語の授業について，藤村は「語句の解釈をし

ながら静かに読んで行く。小学校の時のように生

徒に読ませるということはなかった」14）というこ

とである。こういう授業の進め方と「今になって

思えば，近藤君は講義録で英語を勉強し，東京へ

出て攻玉合に入学し，鉄道の技師になった」15）と

いう記述を重ねてみると，英語の授業も生徒に読

ませるというより，藤村自身が朗読して意味を取

り，若干のコメソトを付け加えて進めていったの

ではないか，と推察できる。物静かだったという

藤村が，声高らかに英語を読んでいる姿はどうも

想像しにくい。

4．当てにならない生徒の記憶

生徒たちの記憶はどうも当てにならない。平野

英一郎（明治34，35年頃卒業と本人の言）は

「（島崎）先生は英語でもフラソクリソの自叙博と

スマイルスのキャラクター」16）を受け持たれたと

言う。常田宗七（明治34年入学～38年卒業）は

「英語も程度の高い外国教科書を用ゐて，文法は

原書を用ひ」17）と言っているが，現在保管されて

いる教科書はすべて日本で出版されたものばかり

である。竹澤正武（明治34年入学～38年卒業）は

「英語なども三年ではプツシソグ・ツウ・ゼ・フロ

ソトを護ませられ，又文法はネスフヰールドのイ

ソダリツシュ・グラソマー第二巻」18）を読んだと言

う。しかし「プツシソグ・ツウ・ゼ・フロソト」

は保管されていないし，ネスフヰールドの文法書

は第三巻の勘違いかまたは印刷上の誤植かもしれ

ない。林　勇19）の挙げている「ナショナル・リー

ダー」（長島文昌堂）は出版社が違うし，「スヰソ

トソ英文典（六合館）」という本は存在しない。

「三年生のとき，土佐日記と英語文法を学んだ」20）

と語る小林直衛（明治33年入学～36年卒業？）の
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記述は信用できそうだが，英文法の教科書名が明

らかでない。ここに挙げた教科書がいずれ見つか

ることを期待するしかない。

Ⅲ．使用された教科書

1．教科書一覧

小諸藤村記念館と小諸義塾記念館に現在保管さ

れている教科書は7種類，計8冊である。また，

当時の英語の時間数は週6時間で，内容は［1学

年　読方　綴方　習字］［2学年　解釈　書取

会話］［3学年　会話　作文　文法大意］となっ

ていた21）。このことを踏まえて，教科書と使用学

年を当てはめてみると以下のようになる，と推察

できる。明治35年（1902年）からは4年生もいた

と思われるが，様子がよくわからないので，ひと

まず3学年までとし，教科書を当てはめてみる。

・1学年（読方）βαγ柁eg’入物甜　Abガロ乃αJ j巧和才

月gα血相　B6版，総頁数96見　東崖堂，明治

29年9月再版。林　勇（明治33年4月入学～34

年10月退学）使用，hayashiisamiというサイ

ソがある。小諸藤村記念館所蔵。

・同署，明治31年4月第3版。山浦俊助（明治34

年4月入学　北佐久郡三都和字桐原村）使用，

小諸義塾記念館所蔵。

・1学年（読方）j巧和才P血eγ　B6版，総頁数

185頁，窟藤秀三郎著，金港堂，明治30年4月

文部省検定臍，尋常中学校及高等小学校生徒用

外国語教科書。渡辺忠雄（明治37年4月入学
～38年4月退学）使用，小諸義塾記念館所蔵。

注）この教科書は及椚昭ノ　入物ソ　入加加戒

jγざ　属属ααeγSに代えて明治37年頃使われ

たか，英語の初心者用の教科書として使わ

れたか，そのどちらかであろう。

・1学年（綴方　習字）RevisedEditionElemen一

加ッSbellingBook PublishedbyD．Appleton

＆CD．A5版，総頁数176貢，戸田直秀発行

人，明治20年発行。林　勇（明治33年4月入学
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～34年10月退学）使用，小諸藤村記念館所蔵。

注）この本には小さな英語がびっしり詰まっ

ている。いわゆる教科書というよりは英語

のスペリソグを練習するための問題集であ

る。

・2学年『ニューナショナル第二リーダー　‥猪案

内』（月勿meg．Ⅳ由〃　入Ⅵ虎お肌α．尺gαゐ′　〃わ．2

直諾意等）B6版，総真数319見　博言博士イ

ーストレーキ先生・東京専門学校々友本多正先

生共諷　鐘美堂，明治32年発行。山浦俊助（明

治34年4月入学）使用，小諸義塾記念館所蔵。

注）この本は正式な教科書ではなく『猪案

内』であるが，リストに挙げておく。

Nesfieldの文法書の巻末に鐘莫堂出版

の一覧表が掲載されている。それによると

文法書のシリ　ーズやBarnesのNew

Aなめ乃α7月βα血相を教科書として出版し

ながら，同時に生徒の自習書，いわゆる虎

の巻も出版していた。Barnesの教科書は

人気があったらしく，東崖堂と六合館も同

じ教科書を出版している。

・2学年（書取）Revised Edition Elemenh173，

励gg勉励0点（1学年の継続）
・2学年（会話）PγαCだCα　α乃dP℃〃勿　〟g地口♂

わざ勉励勧めゐ彪α乃βぶgCo邦がβ乃α如乃『箕用

速成　英和含話』A5版，総頁数285＋42頁，

島田　豊著，海軍大学校教授ロクド先生閲，小

川尚柴堂，明治29年初版，明治32年増補13版。

山浦俊助（明治34年4月入学）使用，小諸義塾

記念館所蔵。

注）この本には実用的な英単語と英語表現が

びっしり詰まっている。3年間で13版に及

んでいるのはかなり売れたものと推定でき

る。この本についても後で詳しく言及する

つもりである。

・3学年（授業内容には該当しないが，ひとまず

3学年とした。）βαγ柁gg’肋∽Abfわ乃α77協わ豆

Rgαゐγ　B6版，総頁数240貢，六合館，明治

25年第3版。唐澤故知（明治33年入学）使用，

小諸藤村記念館所蔵。

・3学年（会話　作文）伽CだCαg　α乃d P和刀勿才

〟β娩odわ5励み軸放免ノ卸α乃おe COの〃βγSα一

如乃『費用速成　英和含話』（2学年の継続）

・3学年（文法大意）English Grammar Series

BookⅡIJ滋0m　α乃d G7℃mmαγ舟r〟f〟Jg

SchooゐbyJ．C．Nesfield，M．A．B6版，総貢

数400見　鐘莫堂，明治22年初版，明治34年10

月第6版。唐澤故知（明治33年入学）使用，小

諸藤村記念館所蔵。

2．教科書の特徴と勉強の跡

・j巧和才アブ滋乃er

アルファベットから導入し，つづいて

LessonI．an．Thisiaam旦旦・

LessonII．at．Whatisthis？Itisac垂・（下

線部鈴木。以下同じ）式に展開してあって，分か

りやすい教科書である。最後のLesson LV．「ロ

バの話」は教訓話である。

His master came and said了‘Why did you

refusetodowhatyouweretold？Theruleis－

EThosewhowi11notworkshallnot eat．”’

Afterthatheneverrefusedtodowhathewas

told．（p．85）

注）教科書としてほ易しいが，渡辺忠雄の勉強

した形跡がうかがえる。51頁上の方に「以上

前期」という記入がある。

・∧匂びAb放フ乃αg j巧和才属βα〔ねr

PartI（pp．7－70）

LessonI．Itisadog．

が最初に登場するのは特に問題ではないが，

LessonIL Seetheboyandthedog．

Theboyandthedogrun．

Lesson V．Thebigcatisatthenest．

Willthecatgetanegg？



小諸義塾の英語教科書

Seethehenrunatthe cat！

Run，hen，run．（p．11）

と続くのはいかがなものだろう。話の内容に重点

が置かれているとはいえ，下線部の構造は初心者

には難しすぎる。以下，構造上気になる箇所に下

線を引いておく。

☆Lesson XXl・The Kitty was担旦Small to

catchtherat．（p．27）

☆Lesson XXIX．Seethebig appleswehave！

（p．35）

PartII（pp．72～95）

☆I，eSSOnⅧ．The eagleis alarge andstrong

bird．Mamma’saw onetakeup arabbit

and迦Offwithit・

Ⅰwishwecouldcatchone，Frank．

Howfunnyitwouldlookinacage！

Yes，Sister，butyouwouldhavetogeta

much垣望堅Cagethanthe oneyourred－

birdshave・（p・86）

☆LessonIX．Thewavesdashedovertheside

oftheboat，butthemoretheydashed，the

morefunit was for Frank．

WhenFrankgottobeaman，hewas旦旦

fond ofthewaterthathewentto seaina

largeship．

Heleamedhowtosailtheship，andafter

awhile，hewasmadecaptainofit・（p・90）

・クmCJおαJα乃♂乃吻才〟g放つdわ5吻助一

g払ゐノ勿勿α乃gg C〝紺紺開放溝

☆Howdoyoudo，Sir？

御きげんようゐらっしゃいますか。

☆一興（プク）お飲みなさいまし。

Willyoutakeasmoke？

☆よっぽど別（べツ）妓（ピソ）です。

SheisanunCOmm0nlyprettygirl．

などは読んでいて面白い。ただし，この実用本

がどの程度教科書として使われたかは必ずしも
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判明しない。というのは，総頁数327貢のうち

Entrance／Door－Way，Veranda，Inlet，Shelf，

Gate，Fence（pp．34，35）の6箇所に印がして

あるだけである。

・∧匂甜入物まわ乃α77滋わ五月a2滋γ

☆Sundayなど曜日の練習（p．35）やJanuary

など月の練習（p．47）がこの教科書（巻三）

で登場するのはいかにも遅い。その反面，所々

に易しい詩が挿入されているのは好感がもてる。

例えば‘November’の最初はこんなふうに始

まっている。

Theleavesarefadingandfalling，

Thewindsareroughandwi1d，

Thebirdshaveceasedtheircallings，

Butletmetellyou，myChild．（p．155）

☆所々に教訓がちりばめられている。例えば，

True easeinwriting comes from art，nOt

Chance．（p．11）（Popeからの引用）

Never put off till to－mOrrOW that which

youcandotoday．（p．42）

He thatis good at making excuses，is

Seldomgoodforanythingelse．（p．130）

☆唐澤故知の勉強の跡をたどってみれば，

DItoldyoubefore’twas（itwasと本人記

入）a stormy night　Ⅵ血≡ntheselittle

kittensbegantofigh七．（p．37）

2）Onedaythegentlemanwentouttosee

Whattheelephantandthechildrenwere

四　　　　　一　　　　二　　　三　　　　フて

doing．（p．74）

五（番号は本人記入）

3）LessonVIII．‘JackandLooking一glass’

（Jack＝mOnkey）は愉快な話である。

This was a newthing t旦Jack・He

turneditoverandoverinhishands，and

SOOnSaWWhathe thoughtwas another

monkeylookingathim；butitwasreally
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his旦Wnfacedlichhesawintheglass．

注）下線部の0の中を黒く塗ってある。中

学生くらいの生徒がいかにもやりそうな

ことで微笑ましい。

・J滋∂∽α乃d Gγαmmαγ舟γ〟オ〟ggSc如0ね

この本は品詞と構文について説明した文法書で

ある。LessonI．GeneralDefinition，LessonII．

Nouns，Lesson HI．Ad5ectivesとつづいてLes－

SOnⅣ．Pronounsの途中92頁の所に莱代わりのひ

もが挟まっていて，勉強した形跡がある。しかし，

そこから後は教科書もきれいで，勉強した形跡は

見られない。

☆唐澤政知の勉強の跡をたどってみれば，

1）ReflexivePersonalPronouns（互生人称

代名詞と記入。再帰代名詞のこと）（p．

87）

2）練習問題

（a）ItoldRamthatthesnakeseenby

昼型聖（→him）inthegardenwoulddo

旦星型（→him）no harm，if Ram（→

he）leftthesnake（→記入なし）alone

togothesnake’S（→its）ownway．

（f）The bees are flying towardsthe

flowers．The bees（→they）suck the

flowers（→記入なし），andfillthebees’

（→there：theirの間違い）bags　with

honey．

Ⅳ．英語のカタカナ表記

βαmgぶ’∧なび∧なめ乃αgSgCO乃d劫α滋γ『猪案

内』（以下R．と略記）と伽C放αJ　α乃♂　戸畑プク砂才

肋娩OdわS蝕め軸払ゐノ卸α乃gggCo乃即のα如乃

『寛用速成英和合話』（以下P．と略記）の2冊は，

英語の発音をカタカナで表記してある。英語の中

には日本語に存在しない発音が含まれているのだ

から，当然のことながら100％カタカナで表記す

ることは不可能である。例えばthngは［スイソグ］

と書くしかないし，readingとleadingも［リーディ

ソグ］と蓑記せざるをえない。そういうことは前

提とした上で，それでも気になるカタカナ表記に

ついて，以下考察しておきたい。

一読してまず気になるのは［ツー］（to）と［ヅー］

（do）が頻繁に登場することである。［t］［d］の

扱いに困ってのことであろう。Gardenの発音は

［ガードソ／ガードエソ／ガードけ／ガーヅソ］と4種類の表記が

見られる。曖昧母音の［∂：］の表記にはよくよ

く困ったのだろう。Fimtの発音は［フアースりフォルスり

フワスト／フワースり（R．），［フアース巾オスリフォースり

CP．）の7種類がある。Fasten［77スソ］，ar［7ヒー7］，

fight［フワイ吐　feel［フヒール］，find［”イソr］，

fun［フワン］など［f］の表記には苦労のあとがみ

られる。［r］の扱いにも困ったようである。

Walk，WOrk，WOkeが共に［ウオーク／ウォーク］と書か

れ，Warm，WOrmが［ウオーム／ウォーム］と書かれて

いては，もはや発音上の区別は不可能といえよう。

中にはclimbs［クリソブス］，eXCerCise［ェキザーサイ札

praise［プライス］，through［スロー］など誤解に基

づくものもある。Lettuceなど［レプチュウス］とい

う表記で発音できるのだろうか。カタカナ表記と

はっきり違うという意味で（1ettis）と付け加え

てはあるが。P．に出てきたwoman［ウ、マソ］，

Ⅵ℃men［ウりソ］の表記はうまいと思う。

私の考察はこれ位にして，以下一覧しておく。

2冊の本に共通している発音とそうでない発音を

区別して整理しようとしたが，見にくいので教科

書毎にまとめた。単語の順序はアルファベット順

を原則としたが，発音上並列した方が分かりやす

い単語はそれにこだわらないこととした。なお，

明らかな誤植と思われるものは除外してある。

1．二重母音は伸ばして（注1）

R．babyベーピー／ベピイ／べど－　Cageケーヂ　cakeケーク

Cameケーム　cave　トゲ　face7へ－ス／フェース

gaveダーブ1adyレーデー／Vデーlazyレークイ
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makeメーク　May／mayメー　PaSteペースト

Place7’レース　Sameセーム　SaVe七一ヴ　shame

シューム　stayステイ（注2）takeチーク　tame

チーム　wakeウエーク　borrow′Lp－　break

プリーク　breastsブトスツ　brownブローソ　Captain

キヤビテーソ　COldコールド　eightユーt knowノー

pleasant7．リーザソト　sailセール／七イル　Stairs

スター7ス　tai1テール　told　トルド

P．ageェ一夕　Aprilェープリル　babyベビー　face

フェース　hailヘール1ady vデー1ater v－クー

1ayレー　Mayメー　nativeネーチヴ　paper

ベーパー　patentベーテソト　payベー　playプレー

raceレース　eightェーr mOuntainマウソテーソ

rainレーソ　ralny SeaSOn V－ニシーズソ　toast

トスト　trainトレーソ　twentyトウェソテー　Wait

ウェート　waitingウェーチソグ

注1）島岡　丘（たかし）によると「日本語にはrユイ」

と　rェーj　また『オウ』と『オー」との対立が

ない」22）ということだから，ニ重母音が「べ－ピ

ー」のように伸ばして表記されるのは当然だと

いえよう。

注2）stayだけが［ステー］ではなくて［ステイ］と表

記されている。

2．［∂：］には苦労のあと

R．birds′しルズ／′（－ヅ

first77－スりフ＊）レスりフワスr／フワースト

wordsウォルヅ／ウオーヅ（mrds）

workウオーク／ウオルグ（mrk）work＝Wurk＊

注として「＊wurkハWOrkノ発音ヲ示スモノナリ」（p．9）とある。

worldウォール的オールド（wurld）

worthウルス／ウオース（wu地）

P．birdポ7－F birds′（7－ヅ／ポォーヅ

earlyオーリー

firstフアースりフオスりフォースト

word　ウォッド　WOrk　ウヨーク　world　ウォールド

WOrSt　ウォースト
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3．“d”は［ジ］［ヂ］［ヅ］

R．doヅー　didヂブド　doneダーソ　doingヅーイソグ　dry

プライ　hiddenヒツゾウソleadingリーヂソF／卜ディソ〆

（注3）

P．dangerデ　ヤ，（デソジャーの誤植か）dangerousダソクラス

dealデール　dealerデェラー　devilヂタイル／ヂゲル　dew

ジュー　dictationジクテーショソ　difficultジフイカルト

directlyクレクトリー　directorジレクト　disagree

ジス7グ巨　distanceタスクソス　disappearsジス7ッピーヤス

disappointingディスアブポイけソグ（注4）distress

ヂストレブス　divisionジグィクエソ　divineヂヴィソ　doヅー

didかド　didn’tジドント　doingヅーイソグ　doors

ヅーワズ　dryドライ（注5）dueジュー　dutyヂューチ／

デューテ　dwellingドクエけ〆（注6）addition7ジショソ

immediatelyイソメジェ一日　splendidスプレソジッド

注3）1eadingについては［リーヂソグ］（p．270）の他

に［リーディソグ］（p．276）という表記が見られる。

［ディ］という表記法がしっかり意識されていれ

ば，didは［ヂッりではなくて［デパ］になり得

たはずである。

注4）ここにも［ディ］が使われている。（p．239）

注5）［ドライ］と表記してあるのはむしろ例外的で

ある。島岡　丘は［ヂュ7津3）と表記している。

注6）［ドゥ］という表記はここにしか見られないが，

［ダヂヅデド］だけでなくて［ダディドゥデ月による表記

がありえたことを物語っている。

4．“ed”はまず［ド］

R．askedアスクド　brushedプラッシュド（brusht）

COntinuedコソチニュード　helpedへル7．ド（helpt）

hoppedホップド　jumpedジャム7’ド　kissedキッスド

（kist）1aughedラップド1ikedライクド（likt）

lookedルックド　missedミスト（mist）passed

バグスド（past）seemedシームド　Walkedウオークト

（wakt）washedウオッシュド　wishedウイシュド

（wisht）wondered柑ソダード

P．allowed7ラウド　noticed　ノーチスド

注7）P．ではすべて［門が使われている。R．で
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は“～ed”が［t］と発音される場合，括弧の中

のような表記をしてあることもある。しかし，

大部分日本語表記が［月になっているから，

生徒はそれに引っ張られるであろう。

5．“了の音は響かせて［ル］

R．are7－ル　Wereウェ7／ウェ7－／ウエー7／9ェーヤ

boardボールド・doctorドクトル　floor7ルー7

pouredボールド

P．are7－　Wereウェア／ウェーヤ　boardボールド

courseコールス／コールズ　joumalジョールナル　No．

（＝n11mber）ノソプル　SOrtソールト

6．～Orの場合

R．doctorドクトル

P．doctorドクター　aCtOr7クトー　directorジレクトー

Sailorセイロー　tailorテーロー

7．“S”と“sh”はどちらも「シ」「セ」

R．say七一／セイ　says七一ズ（sez）saidセパ／シエツド

sealシール　Seaシー　Sea－Shoreシーショー7　see

シー　Seedシード　seenシーソ　Sickシック　since

シソス　Sisterシスター　Singシソグ　sheepシイープ／

シヰーブ　shipシップ　shal1シ7ル／シヤール　Shawl

シオール　Shellセル（なぜ匝ル］なのか？）

P．seaシー　Seeシー　SeaSOnシーズソ　Shellシェル

Showerシオワー　Sinceシソス　easilyイークリ

8．“t’’は「チ」か「ツ」

R．teaチイー　teaCherチーチャー　tearSチー7ズ

teethチース　tooth　ブース　tillチル　tinkleチソクル

toツー　tOOツクー　tO－dayツーデイ　七〇一mOrTOW

ツモロー　tOnightツーナノ＝　tookツック　treeツリー

treatツリート　trueツルー／ツルユー（注8）truth

ツルース　tryツライ／トライ　tryingツライソ糾ライソ〆

（注9）twelveツウエルグ　beautifulビューチフル／

ビューティフル（注10）intoインツー　Sticksスチックス

Stillスチル　Stingスチソグ　unti17ソチル　StOOd

スッツド／スツード　understood7ソダースツード　eating

イーチソグ　huntingハソチソグ　puttingプッチソグ

Shoutingシャウチソグ　cityシチイ　mightyマイチイ

naughtyノーチイ　party′しチイ　plentyプレソチイ

Prettyプリチー／プVッチー

P．teaチー／テー／テい－　tea－houseチーハウス　black

teaブラックティー　green teaグリーソティー（荘11）

teacherチーチャー　teaCher’sroomチーチャーズルーム

teachingテーチソグ（注12）teethテース　tooth

ツース　thirstyソいスチ　ticketチケット（注13）

toツー　tO－dayツデー　trainトレーソ　treeトリー

triumphトライ7ソ7　trueトルー　tryトライ

twentyトウェソテー　tWOツー　beautyビューテー

Calamityカラミチー　Citizenシテズソ　COntinue

コソチニューintimateインチメート1atitudeラチチュード

1ettuce vプチュウス　nightingaleナイテンゲル

Plentyプレソテー　Satisfyサチス77イ　steamer

スチーマー　Stillスチル　togetherツゲザー　tummel

タソネル

注8）島岡　丘によると「tr－，dr－はそれぞれ

『チュ』，『ヂュ』で表すと英語音に近くなる」と

いうことであり，tmeを［チュウー］24）と表記

している。また『ヴィスタ英和辞典」は巨ル
ー］25）としている。

注9）tryおよびtryingは大体［ツライ］［ツライソグ］

だが，いライ］（p．134）いライソグ］（p．130，

p．144）という表記もある。島岡　丘によると

［チュ7月26），『ヴィスタ英和辞典』によると

［ッラーイ］と表記されている。

注10）もea止血1について吼　本文の中では［ビュイフル］

（p．290）となっているが，新出語の紹介時には

［ビューティフル］（p．288）である。いライ］にしても

［ビューティフル］にしても，無意識のうちにそう表

記させたのだろうが，教科専全体に及んでいな

いのは惜しまれる。

注11）［ブラックテい］や［グリーソティー］という表記が

あるのに，［チーハウス］と矛盾する。

注12）［テーチソグ］（teaching）や［ティー］（tea）とい
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う表記があるのに，［チーチャーズルーム］というのは

残念である。そうは言っても，TeamTeaching

を［チームティーチソグ］（TT）と書いて平気でいる

（信濃毎日新聞1998年10月2日付）のも確かで

ある。

注13）［チケッ］ほ日本語にすっかり定着している。

『ヴィスタ英和辞典』は［ティケト］という表記

だが，酒井邦秀は「［テケツ］の方が原音に近い

と患います」27）と書いている。

9．同じ［子音＋子音］は［ッ］または［ソ］

R．funny77ソニー／フワソニー　glass／grassグラッス

happyハytlイ／ハブピイー1etter vックー1ittle

リッツル／yツル　Summerサンマー（R．）／サムマー（P．）

rumingラソニソグ　Bunny／；ソニー

P．happenハブ7’ソ　happyハッピー1etter vツタ一

manner　マソナー

10．その他気になる表記

1）単語

R．Janeクェソ／ゼェソ／ゼェーソ

P．Objectionオブゼクショソ　allow7ロー　brought

ブラウト　throughスロー　Carryカリー　Catカット

（cutと間違えないか？）clerkクローク　firm7オーム

（formとの区別は？）theatreセーター　telephone

テレフォパ現在使われているテレホソカードよりこの方がいい。）

generalゼネラル（今でも触れているか。）generation

ゼネレーショソ　monthモソス　moneyモニー　CaSh

カッシ　CaPitalカピタル　Characterカラククー

borrow′くp－（R．のSOrrOWサロー，SaWサウと同様うま

いと言うべきか。）

2）カタカナ読みで通じるか（P．）

・Howdoyoudo，Sir？ハウヅーユーヅーサー（p．71）

注14）島岡　丘によればハウ　ダエドゥー28）

・Dinnerisready．ジソナーイズレデー（p．84）

・Summeriscoming．

サンマーイズコソミソグ（p．118）

・Come andtaketea withus．

95

カムアソドテーキテーウィズアズ

宅へいらしやって茶をお飲みなさいまし（p．89）。

注15）usがisの発音に引っ張られて［アズ］になっ

てしまっている。

・Hecomes．ヒーコムス（p．141）

・Sitdown．シットダウソ（p．148）

3）うまい表記（P．）

・Hereis．‥　ヒ7ズ（p，151）

・HereisMr．．‥　ヒ7ズミスター（p．102）

・aSIcan7ズ7イケソ（p．101）

・aSSOOnaS7ズサソ7ズ（p．125）

Cf．soonスーソ（p．135）

Ⅴ．構文上の問題点

1．j巧相子肋βγを見ると，漢文の書き下し文

式に和訳の順序を記入して勉強した，と思われる

箇所が所々に見受けられる。その中でも英語理解

の上で気になるところを取り上げておく。

1－1．Seethedogrunattherat！（p．14）

5　　　　4　　3　　2　　1

鼠を目がけて走る犬を見よ。（鈴木訳）

ト2．0nefinedayTomandIwenttoseethe

1　2　　3　　4　　5　612　1110

menmakehay．（p．33）

9　　8　　　7

ある晴れた日にトムと私は干し草を作る

人々を見るべく行った。（同上）

注1）ト1，1－2共に［see＋目的語＋原型不定詞］

の構文だが，番号の付け方を見ると，原型不定

詞が目的格補語としてでなく，修飾語として扱

われている。

2－1．Haveyoueverseenwheatgrowinginthe

8　　1　2　　7　　6　　　5　　　　4

field？（p．43）

君はかつて田畑に育っている小麦を見たこ

とがありますか。（同上）
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注2）ここでも許OWingという現在分詞は目的格

補語としてではなく，修飾語として扱われてい

る。

3－1．Iranafterthefoxtokillhim，but

16　5　　　　　4　　　3　　2　　7

thefoxranso fastthatIlosthimin

8　161415　13　912　1110

thewood．（p．24）

私／、彼ヲコロスべク狐ヲツケテ走リシナレ

ド狐ハ私ガ森ノ中二彼ヲ失フ程左様速二走

リシ。（渡辺忠雄の記入から合成）

注3）「結果」として扱われるべきso～也atの構文

が「目的」として処理されている。

2．月αmeぶJA匂甜Ab放フ乃αg月βαゐγ肋．2『猪案

内』についても見ておこう。

1－3．Isawtheotherboyslaugh．（p．103）

私ハ見シ　　他／　子供等ヲ笑7

1　5　　　3　　　4　　2

1－4．NedheardRoverbark．（p．77）

－ハ　開ク　　ーガ　　吠エルヲ

1　4　　　2　　　3

1－5．日iketoseeTabdrinkmilk．（p．110）

私ハ好ムべク見ル　ーガ　飲ムヲ　乳ヲ

1　7　6　5　　2　　4　　　3

注4）ト3では先の1－1，1－2と同様の扱いである。

しかし，ト4，1－5のように目的語が固有名詞の

場合には意味上の主語として扱っている。解釈

が一定していない。

2－2・Iranafterhim，andfoundhimtrying

私ハ走リキ後こ　彼ノ　而シテ見出シヌ　彼ヲ　試ムル

14　3　　2　　5　12　1110

towashhisface．（p．24）

ト　洗ハソ　彼ノ面ヲ

9　8　　6　7

2－3．Letanyoneofyou，Whoseesanother

トコり視ル　他ノ

7　　6　　4

boylookingoffhisbook，COmeandtell

子供ヲ〔蝿スルトコpノ］彼ノ書物ヲ

5　　3　　　　　1　2

me．（p．101）

注5）2－2，2－3では2－1と同様，現在分詞が目的格

補語としてではなく，修飾語として扱われてい

る。

2－4．NotverylongafterIsawFredlooking

私ハ見シーガ　摘視スル］ヲ

5　10　6　　9

0ffhisbook．（p．102）

彼ノ書物ヲ

7　8

2－5．Itlookedveryfunnytoseetheeleven

ソレハ点へタ　甚ダ　面白ク「ハ見ル　　十ノ

1　11　　9　10　　8　7　　　2

dogsswimminginthewater．（p．172）

犬ガ　泳グ1ヲ　　中ヲ水ノ

3　　6　　　　　5　4

注6）2－4では目的語として固有名詞がきているの

で，1－4，1－5の原型不定詞の場合と同様，現在

分詞を目的格補語として扱っている。2－5の場合

は固有名詞ではないが，目的格補語として扱っ

ている。

以上のような理解の仕方を考えてみると，［感

覚動詞＋目的語＋原型不定詞／現在分詞］の解釈

が一定していないことが読み放れる。

2－6．Wecouldnowseethedeerandthedogs

我々ガ能〃　今　見　　　酎　而シテ　　犬ヲ

12　21　13　20　　　17　18　　　19

runningafterthem．（p．155）

走／いコり追フテ　彼ラヲ

16　　　15　14

注7）runningという現在分詞がthedeerも修飾し

ていると考えたために，鹿が鹿を追いかけると
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いう奇妙な解釈がなされている。

3－2．Herun（ranの誤植）sofastthathefell

彼ハ刺キ　　　　描二速ニ1ホド彼打倒レシ〕

1　9（7の誤植）　　　5　6　4　2　3

down．（p．25）

注8）3－1と同様「結果」としてではなく「日的」

として扱われている。

4．　Shipshavetosailalong，longtime

船ハ　モツ　べク帆走ル　長キ　長キ　間

9　　　20　1918　15　16　17

beforetheygettous．（p．83）

前二　　彼等ガ得ラル1迄鋸ニ

14　　10　13　1211

注9）have toの意識が全くない。「船ハ……帆走ルべクモ

ツ」とは一体どういう意味なのだろう。

Ⅵ．おわ　り　に

平成10年（1998年）9月26日に小諸市で島崎藤

村全国大会が開催された。それを磯に，藤村は小

諸義塾においていかなる英語教師であったか，を

調べてみようと思った。小諸に何度も足を運んだ。

しかし，英語教師としての藤村の姿は必ずしも鮮

明には浮かび上がってこなかった。その代わり，

保管されている当時の教科書を一貫一貫と播いて

ゆくうちに，小諸義塾に学んだ生徒たちの書き込

みを見つけたり，英語の発音についてのカタカナ

表記に気が付いた。そこで，当時の教科書につい

て整理してみたという訳である。

藤村記念館館長の白石孝雄氏，市立小諸因亭館

の清水隆夫氏，小諸市教育委員会の小山文登氏に

は色々と便宜を囲っていただいた。とりわけ，小

諸義塾記念館の饗場陽子さんには格別お世話にな

った。時折流れてくる「惜別の歌」のメロディー

を耳にしながら，小諸義塾の教室で当時の教科書

を読ませていただいたことは忘れられない。記し

て心からお礼を申し上げたい。
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